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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成22年1月28日(2010.1.28)

【公開番号】特開2008-146761(P2008-146761A)
【公開日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2006-333870(P2006-333870)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  27/034    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  27/034   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｐ
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  27/10    　　　Ａ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｇ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月4日(2009.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像データが記録された第１の記録媒体から前記画像データを再生する再生手段
と、
　前記再生手段により再生された画像データを記録装置により第２の記録媒体に記録する
ように前記記録装置に対して前記再生された前記画像データを出力する出力手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された複数の画像データに関する固有の情報を所定の順序で
表示装置に一覧表示する表示手段と、
　前記表示手段により表示された複数の前記固有の情報のうち選択された固有の情報に対
応した画像データを再生して前記記録装置に出力するように、前記再生手段と前記出力手
段とを制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第２の記録媒体の空き容量と前記第１の記録媒体に記録された複
数の画像データそれぞれの容量とに基づいて、前記表示手段により表示された複数の前記
固有の情報に対応した画像データのうち前記第２の記録媒体に記録可能な画像データの範
囲を検出し、前記検出した範囲を表す情報を複数の前記固有の情報と共に表示するよう、
前記表示手段を制御することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２の記録媒体は複数の記録層を持つ光ディスクであり、前記制御手段は、前記複
数の記録層についてそれぞれ前記検出した範囲を表す情報を複数の前記固有の情報と共に
表示するよう、前記表示手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
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。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記記録装置に対して出力していない画像データのうち前記第２の記
録媒体に記録可能な画像データの範囲を検出し、前記検出した範囲を表す情報を複数の前
記固有の情報と共に表示するよう、前記表示手段を制御することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　再生手段が、複数の画像データが記録された第１の記録媒体から前記画像データを再生
する再生工程と、
　出力手段が、前記再生工程により再生された画像データを記録装置により第２の記録媒
体に記録するように前記記録装置に対して前記再生された前記画像データを出力する出力
工程と、
　表示手段が、前記第１の記録媒体に記録された複数の画像データに関する固有の情報を
所定の順序で表示装置に一覧表示する表示工程と、
　制御手段が、前記表示工程により表示された複数の前記固有の情報のうち選択された固
有の情報に対応した画像データを再生して前記記録装置に出力するように、前記再生工程
と前記出力工程とを制御する制御工程とを備え、
　前記制御工程では、前記制御手段が、前記第２の記録媒体の空き容量と前記第１の記録
媒体に記録された複数の画像データの容量とに基づいて、前記表示工程により表示された
複数の前記固有の情報に対応した画像データのうち前記第２の記録媒体に記録可能な画像
データの範囲を検出し、前記検出した範囲を表す情報を複数の前記固有の情報と共に表示
するよう、前記表示工程を制御することを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置、及び画像処理方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の第１側面に係る画像処理装置は、複数の画像データが記録された第１の記録媒
体から前記画像データを再生する再生手段と、前記再生手段により再生された画像データ
を記録装置により第２の記録媒体に記録するように前記記録装置に対して前記再生された
前記画像データを出力する出力手段と、前記第１の記録媒体に記録された複数の画像デー
タに関する固有の情報を所定の順序で表示装置に一覧表示する表示手段と、前記表示手段
により表示された複数の前記固有の情報のうち選択された固有の情報に対応した画像デー
タを再生して前記記録装置に出力するように、前記再生手段と前記出力手段とを制御する
制御手段とを備え、前記制御手段は、前記第２の記録媒体の空き容量と前記第１の記録媒
体に記録された複数の画像データの容量とに基づいて、前記表示手段により表示された複
数の前記固有の情報に対応した画像データのうち前記第２の記録媒体に記録可能な画像デ
ータの範囲を検出し、前記検出した範囲を表す情報を複数の前記固有の情報と共に表示す
るよう、前記表示手段を制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第２側面に係る画像処理方法は、再生手段が、複数の画像データが記録された
第１の記録媒体から前記画像データを再生する再生工程と、出力手段が、前記再生工程に
より再生された画像データを記録装置により第２の記録媒体に記録するように前記記録装
置に対して前記再生された前記画像データを出力する出力工程と、表示手段が、前記第１
の記録媒体に記録された複数の画像データに関する固有の情報を所定の順序で表示装置に
一覧表示する表示工程と、制御手段が、前記表示工程により表示された複数の前記固有の
情報のうち選択された固有の情報に対応した画像データを再生して前記記録装置に出力す
るように、前記再生工程と前記出力工程とを制御する制御工程とを備え、前記制御工程で
は、前記制御手段が、前記第２の記録媒体の空き容量と前記第１の記録媒体に記録された
複数の画像データの容量とに基づいて、前記表示工程により表示された複数の前記固有の
情報に対応した画像データのうち前記第２の記録媒体に記録可能な画像データの範囲を検
出し、前記検出した範囲を表す情報を複数の前記固有の情報と共に表示するよう、前記表
示工程を制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ステップＳ２－５では、記録再生部１０５が、媒体情報に基づいて、外部記録媒体が１
層記録媒体（記録層が１層である記録媒体）であるか否かを判断する。記録再生部１０５
は、外部記録媒体が１層記録媒体であると判断した場合、処理をステップＳ２－６へ進め
る。記録再生部１０５は、外部記録媒体が１層記録媒体でない（例えば、２層記録媒体で
ある）と判断した場合、処理をステップＳ２－１０へ進める。なお、２層記録媒体は、記
録層が２層である記録媒体である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　図１３に示すステップＳ１０－１では、記録再生部１０５が、変数ｎがｍ以下であるか
否か、つまり検索するファイルがあるか否かを判断する。記録再生部１０５は、変数ｎが
ｍ以下であると判断する場合、つまり検索するファイルがあると判断する場合、サブルー
チンをステップＳ１０－２へ進める。記録再生部１０５は、変数ｎがｍ以下でないと判断
する場合、つまり検索するファイルがないと判断する場合、サブルーチンを終了する。
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